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一般に金属微粒子を触媒／成長核として合成される単層カーボンナノチューブ（CNT）は、粗

生成物中にしばしば数十パーセントもの割合の金属微粒子が不純物として含まれる [1]。この精製

方法として塩酸処理等の湿式法[1]や、あるいは塩素ガスを用いた乾式法[2]などが従来報告されて

きているが、前者は湿式処理による凝集に起因する再分散困難性や、酸によるダメージの問題が

あり、一方後者に関しては毒性ガスである塩素を使用するという安全上の懸念があった。そのた

め現在でも精製技術の開発が重要な課題となっている。そこで我々はより安全且つ簡便な塩化鉄

（FeCl3）を用いた乾式精製プロセスの開発を行っている [3]。 

本研究では、eDIPS 法[4]で合成した平均チューブ直径 0.9 nm の単層 CNT（Fig. 1a）を用い、塩

化鉄による乾式精製方法における塩化鉄の仕込量の最適化を試み、また精製メカニズムに関して

も考察を行った。塩化鉄の仕込量を変えて行った乾式精製実験後の単層 CNT の純度を熱重量分析

で評価した結果、塩化鉄の仕込量に対してほぼ比例的に単層 CNT の純度が向上した（Fig. 1b）。

この比例区間から純度が 100％となる見かけ上の塩化鉄の仕込量を算出したところ、はじめに単

層 CNT に含まれていた鉄触媒不純物量の、モル比でおよそ 4 倍程度であった。 本講演では、精

製メカニズムに関する考察についても併せて発表を行う。 
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Fig. 1. (a) SEM and TEM images of SWCNTs purified in this work and (b) the purities before and after 

dry-purification experiments plotted against the molar ratio of FeCl3/Fe in the initial SWCNTs. 
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